
 

 i 71 (12), 2023

 

2023年12月号 Journal of JGS Vol.71 No.12 Ser.No.791 

地盤汚染対策の信頼性向上と合理化に向けて 

地盤構造物の設計に性能設計が取り入れられて久しいですが，地盤汚染対策や地盤材料の環境安全性の評価に

おいては，依然として関連法令や基準，公定試験法に準拠した対応が行われています。対策の要否と仕様，対策

完了の判断を合理的かつ信頼性をもって，性能設計に基づいて実施するためには，地下水中の有害物質濃度の適

切な評価・予測技術が必要となりますが，課題が多いのが現状です。さらには，環境問題という性格上，想定さ

れる環境リスクや計測結果をステークホルダーと共有し，合意を着実に形成しながら対策を進めることも重要で

す。 

本号では，この課題解決に向けて地盤工学会「地盤環境汚染対策の科学的合理性判定のための調査・試験・評

価法に関する研究委員会（2019～2022 年度）」で取り組んできた，調査・試験・評価方法に関する近年の状況や

新たな提案，リスクコミュニケーションに関する提言を紹介します。本号の特集が様々な地盤環境問題の対策に

おける設計の合理化，信頼性向上の一助となれば幸いです。 
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